
平成 年度　予算施策評価表
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　県の関与の必要性

　成果指標A

　成果指標B

2.0 1.2 2.0 1.2

24年度 31.0%543 543

えひめ国体・障害者スポーツ大会への着実な対応

％

4,531,464 1,754,932

成果と指標
の関係フロー

指標の
種類

事業費

達成率

中

算定方法

開催準備総合計画における各年度に達成した項目数

ストック

算定方法

予算

競技役員等延べ養成（資格取得）累積人数

両大会の開催準備にあたっては、開催準備総合計画
を策定して、各年度毎に実施する項目を挙げている。
各年度に達成した項目を成果指標とすることによって、
開催準備の進捗状況を把握する。

選択理由 選択理由

成果と指標
の関係

達成した項目数

実績
成果指標B

指　標　・　事　業　費　の　推　移

項目数
達成率実績計画

単　位 人 ％

26
施策名

区分
成果指標A

最終目標

○成果動向：審査会受講人数の減に伴う資格取得者の減
○成果向上余地：各競技団体のヒアリング等を通じ、競技役員等養成計画を適宜見直しながら、えひめ国体
が開催される平成29年までには、必要な競技役員等を養成する。

施 策 の 評 価
　えひめ国体は、日本体育協会、文部科学省及び開催地の都道府県が共同して開催する、スポーツ基本法
に規定された国内最大のスポーツの祭典であり、スポーツの振興のみならず、県民の元気創造、地域経済の
振興や本県の認知度が向上するなど、地域の発展にも大いに寄与することが期待される。
　 また、障害者スポーツ大会は、障害のある選手が競技等を通じてスポーツの楽しさを体験するとともに、国民
の障害に対する理解を深め、障害者の社会参加の推進に寄与することを目的に開催される国内最大の障害
者スポーツの祭典であり、両大会とも、開催に向けた諸準備を計画的かつ着実に推進する必要があり、県の関
与の必要性は極めて高い。
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説
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予算施策

コード

　えひめ国体・障害者スポーツ大会が近づくにつれて、広報活動や県民運動の推進、宿泊や衛生関係、輸送・
交通関係、市町の会場施設整備、リハーサル大会・本大会運営の補助、式典関係等、開催準備業務が本格化、
具体化する。

順調・向上

○成果動向：平成２５年度までは会場地の内定競技数を成果指標としていたが、目標を達成したため、平成26
年度から両大会の開催準備総合計画において各年度に達成した項目数を目標数とする。
○成果向上余地：特段のコメントなし

ほとんどない0.00この欄は、成果動向評価後に表示されます。
参考：構成事務事
業の評価の平均値
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39 実績無
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2,579,614
1,735,077

実績無 3,411,880
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　国体の各競技会の運営を円滑に運営するためには、
中央競技団体が認定する資格を有する審判員及び運
営員の確保が必要であるため。

連絡先

国費 その他

指標の
種類

これまでの取組み

・平成17年度に、国体開催の推進母体となる第72回国民体育大会愛媛県準備委員会を設立。開催基本方針策定。
・平成17年度から、国体に必要な資金の一部に充てるための国体募金（ひめっこ募金）活動を推進。
・平成18年度に、県準備委員会の中に、常任委員会及び総務、施設、競技の各専門委員会を設置
・平成18年度から、競技会場地の選定に取り組む。（25年度末までに、38競技、全競技の会場地が決定）
・平成20年度から、国体開催競技の体験・交流を行う「国体開催地市町スポーツ振興事業」を実施。（平成23年度まで）
・平成22年度、県準備委員会に、広報・県民運動専門委員会を設置し、広報基本方針・広報基本計画を策定。
・平成22年度から、国体で必要な審判員及び運営員を確保するため、「競技役員等養成事業」を実施。（平成29年度まで）
・平成23年度、県準備委員会に、宿泊・衛生、輸送・交通の各専門委員会を設置し、各基本方針を策定。
・平成23年度、国体開催基本構想の策定、中央競技団体による会場視察、国体マスコット基本デザインの決定等を実施。
・平成24年度に、国体開催が内定、えひめ国体の愛称・スローガンが決定、積極的な広報活動等を実施。
・平成25年度に、第17回全国障害者スポーツ大会愛媛県準備委員会を設立。
・平成25年度に、県外開催３競技の会場地内定、イメージソングの決定

課長国体総務企画課 評価責任者担当部局名

施 策 の 内 容

施 策 の 目 標

清水　貞之えひめ国体推進局

県民総参加のもと、簡素な中にも夢や感動を実感できるえひめ国体・障害者スポーツ大会を目指し、開催準備に
計画的に取り組む。

　各競技団体から提出される実績報告に基づき算出

県費

成果指標名（目標の達成度合いを示す指標）

計画
千円

様式１
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事業名

総合運動公園改修事業費

第72回国民体育大会市町等競技
施設整備費補助金
えひめ国体・障害者スポーツ大会
開催基金積立金
えひめ国体競技役員等養成事業
費
えひめ国体・障害者スポーツ大会
広報推進事業費

えひめ国体準備費

障害者スポーツ大会準備費

7,230

20,753

えひめ国体輸送実施計画策定事
業費
えひめ国体特設プール整備基本
計画策定費

えひめ国体・障害者スポーツ大会
県民運動推進事業費

1,638

3,161

障害者スポーツ大会競技役員等
養成事業費
障害者スポーツ大会ボランティア
養成事業費

2,697

3,371

改善・見直
しの方向

等

0

成 果 と 財 源 配 分 に 関 す る 方 針

6,741

3,371

26,964

33,705

13,482

5,299

27年度当初
予算額（千

円）

成 果
向 上
余 地

4,413

事業が完了した市町等の割合

えひめ国体宿泊料金調査費

2,023

　えひめ国体は、「手づくりの国体」、「実になる国体」、「身の丈にあった国体」、「ふれあいの国体」、「愛媛
らしさあふれる国体」の５つの理念を掲げ、開催準備に取り組んでいるところである。
　県の財政事情が厳しいことから、施設整備については、既存施設を最大限活用して経費の削減を図ると
ともに、県民運動を対象とした国体募金や企業協賛制度の創設を検討するなど、財源確保に努めることと
している。
　えひめ国体・障害者スポーツ大会の開催には、相当規模の経費が開催年とその前年に集中することか
ら、将来の財政負担の軽減を図るため、平成22年度から一般財源による国民体育大会・全国障害者ス
ポーツ大会開催基金への積み立てを開始し、平成25年度までに75億円を基金へ積み立てた。
　今後も、知恵と工夫を凝らしながら、最小の経費で最大の効果が発揮できるよう、簡素な中にも夢や感動
を実感できる国体・障害者スポーツ大会を目指し、開催準備を進めていく予定である。

県関与
の必要

性

34,804

県民運動推進イベントへ
の来場者数

開催準備スケジュールに
おける各年度に達成した
項目数

競技役員等養成人数

出前講座の回数

評価対象外（単年度）

687,025

人件費
相当額

(b)

13,482

1,209 1,349

1,349

評価結果　（3：高い～１：低い）

工事に着手した施設の割
合

成 果
動 向

今 後 の 方 向 ② （ 構 成 事 業 の 見 直 し ）
26年度総ｺｽﾄ（千円）

主な成果指標
達成率

(%)
事業予算

(a)

今 後 の 方 向 ① （ 施 策 の 方 向 性 ）

2,579,614

合計 3,411,880 115,950 3,527,830

31,794

5,393

2,023

メディアへの掲載等回数

開催準備総合計画における
各年度に達成した項目数

16,731

18,209

基金積立額

延養成（資格取得）人数、資
格維持・資質向上人数

評価できない

評価対象外（単年度）


